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検索用ＣＤ－ＲＯＭと病院図書室

１ 。

病院図書室 １８（１）：１３－１８，１９９８

文献検索用ＣＤ－ＲＯＭの利用動向と図書館の環境整備

は じめ に

ゝ タ．
目 ｜」 田 元

文献検索の環境

近年のコンピュータや情報技術の発展 は著 １）ＣＤ－Ｒ０Ｍ検索の導入

しく、病院図書室の文献検索サービスも、冊 ＭＥＤＬＩＮＥ ５８施ｉａ（導入率

子 体二次資料の利用から、ＣＤ－ＲＯＭやオ ンライ 昌 之央゙ ５湿 に

用へと大きく移行してきている。

これらの変化の中で、病院図書室でも従来

のように、単に二次資料を所蔵するだけでは

なく、こうした新しいメディアを整備してい

くことが必要不可欠の課題となってきた。

２）オンライン検索の導入

７０？；）

也

＊ｆｔＩ）ｌ．Ｕ£と 医宰 の両 万 を 濤λ をＫ 入すｉ 範ＳＳは５ ０ ろり

６９３；）
４３；）

２０１） 無記入 ｌ施設

無記入 ｑ施殿

Ｊ Ｉ Ｃ Ｓ Ｔ １８施殼（導入率 １≫）

商用データペース ４施ｌ２（ ５≪

ＮＡＣＳＩＳ－ＩＲ ｌｉ施ｉａ（ ｉ５ｊ；）

インターネット ２５施設（ ３３３；）

いずれも無し ４２施殼（ ５６Ｘ）

統計調査報告書（平成８年度）Ｊ版によると、
：
Ｓｉ
；
≪５Ｓ３Ｉ
ｌ湿 に“

検索用ＣＤ－ＲＯＭの導入状況は、ＭＥ）ＬＩＮＥ で５８施 ＥＸＣＥＰＴＡＫＥＤＩＣＡ

設（導入率７Ｏ％）、医学中央雑誌で５７施設 温混Ｉ皆

（導入率６９％）ヽ またヽどちらも導入してい 昌‰。Ｕ

る施設が５０施設（導入率６０％）である。導入

施設の大半はＭＥＤＬＩＮＥと医学中央雑誌を併せ

て導入しているようである。また、他の媒体

（オンライン、インターネット、冊子体二次

資料）と比較してもＣＤ－ＲＯＭの導入率は高く

なっている。［表１］

すなわち、病院図書室では、検索ツールと

してＣＤ－ＲＯＭを導入する施設が圧倒的に多いと

いうことである。ＣＤ－ＲＯＭ検索の利点について

は、①年間の費用が固定しているため予算化

しやすい、②エンドーユーザーが時間の制約

なしに自由に検索できることなどが挙げられ

るＩ）が、年次統計の結果からもこれらの利点

が導入の際の要因になったであろうことが推

まえ だ もとや ：西 淀病 院 図書 室

－ １３－

１

１

２

５

４

４

１

３

５

（

ぐ

ぐ

！

ぐ

く

５１Ｊ）

３０Ｘ）

１８３；）

５≪

ｎ ％）

１３５；）

≪ ）

３０≪

費用 負ｓ ： 公 賢 １？，一 合１公費 ３． £賢 ｌｉＥ：ヨ

導入 数 ：Ｉｄ １９．ｔｉ・ ５． 到ｌ ７．ｉｌｌ ２応ａ

所 蔵Ｉタ：

Ｉｄ ２３， ；＜ｌ １９， ３）・ Ｓ．ｉｌｌ ５．Ｍｉ １８８２

その 吃 のｆ^ ：

ａＪＩｒｒｌ●ＭＩＣＯ随●ｎｔｌ５１．ｒＳｉｌｈ ｎｅｌＥχｌｐｒｌｅｓｓｌ

ｌｎｔｅｒｒ●ｔｉｏｒ●ＩＭＪｒＳｊ㎎ ｌｄｅｘ・

ａａ万ｄＩＵ Ｗ ＩＭ／●ｘ１１１０１ｒＯｒｓｉｒ・ ●ｒｉ

Ｑ１１１●ｄ ト４輯ｌｔｈＬｉｔ●ｒ●ｔＵｒ●

無 記 入 ２施 殼

表１．「図書室年次統計調査報告書（平成８年度）Ｊ版

近畿病院図書室協議会発行

測される。

ここでは，検索用ＣＤ－ＲＯＭを導入している３

施設の利用統計を中心に，その利点について

具体的にまとめてみた。また，病院図書室

サービスにおける文献検索機能の今後の課題

についても，若干考察を加えた。

３施設の概要（病床数，利用対象者数［医

師，看護婦，その他の職種］，統計調査期

間）は下記の通りである。

Ｈ病院（６４４床，［医師 ９５名，看護婦３８０名，

その他３４２名］，９６．９．１０～９７．９．９）

Ｙ病院（６０７床，［医師＼２＼名，看護婦４２３名，
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その他２４４名］

Ｎ病院［２５８床，

その他１７２名］

，９６．１．１～ ９６．１２．３１）

（ 医 師 ３５名 ，看 護 婦 １６４名。

９７．４．１～ ９８．３．３１）

２。職種別にみた利用動向

３病院とも利用の中心は医師であった。し

かし、利用全体の約２～３割がすでに医師以

外のスタッフであることに注目したい［表２，

図１］。病院図書室の利用対象者は、医師よ

り他の職種の方が多数を占めている。従って、

図書館側からの働きかけしだいでは、今後、

これらの職種の利用が更に拡大する可能性が

ある。

最近、医療分野の各専門職種を対象にした

雑誌などでも、論文の書き方、学会発表・統

計のまとめ方などといった記事や論文が目に

つくようになってきた。また、看護文献の増

加２）３）などに見られるように、各職種の研究

活動が活発化していることからも、利用拡大

の条件は十分にあるとみてよいだろう。

従って、図書館としては医師以外の職種向

けの利用指導（検索説明会、検索マニュアル

の作成・充実、広報活動など）の工夫と実践

が今後の大きな課題といえる。

Ｙ病院の利用統計［表３］は、医学中央雑

誌ＣＤ－ＲＯＭと、ＭＥＤＬＩＮＥＣＤ－ＲＯＭの利用数を職種

別に集計したのもである。これをみると医師

以外の利用では、国内文献データベースの医

学中央雑誌ＣＤ－ＲＯＭの利用が圧倒的に多い。

従ってこれらの人たちに対しては医学中央雑

誌ＣＤ－ＲＯＭの利用指導を重点的におこなう必要

があるだろう。

医師以外の職種別利用では、Ｙ病院では看

護部が最も多いのに対して、Ｈ病院では看護

婦についで理学療法士、作業療法士の利用が

多い。また、Ｎ病院では薬剤師が多くなって

おり、職種別にも利用指導を工夫しておこな

う必要があるのかもしれない［表２，表３］。

ちなみに、医師の利用に注目してみると、

Ｈ病院では９６名中７２名（７６％） の医師が、Ｎ

病院では３５名中２５名（１２％） の医師が、それ

ぞれの利用頻度の違いはあるにしてもＣＤ－ＲＯＭ

検索をおこなっていることがわかった。医師

の中では、すでにＣＤ－ＲＯＭ検索が定着している

と考えてよいだろう。

３．時間別にみた利用動向

次にＨ病院の統計を、利用時間帯別に分析

してみた。担当者が勤務する時間（午前８時

３０分～午後５時１５分）とそれ以外の時間帯で

比較してみると、年間の検索総数１，１５０件中、

２６２件（２２．８％）が、担当者がいない時間外

の利用となっている。時間外の利用を更に詳

しくみてみると、主として１７時から２１時まで

に利用が集中しているようだが［図２］、中

には深夜の利用や明け方の利用もあり、利用

者が自分の都合の良い時間を利用して検索を

おこなっていることがわかる。時間の制約が

なくいつでも文献検索できる環境は利用者に

とって魅力があると思われる。これは、オン

ライン検索などの代行検索では、決してまね

のできないＣＤ－ＲＯＭ検索の大きな利点である。

一方、担当者の勤務時間内の利用を時間帯

別にみてみると［図３］、概して午後に利用

医師 看護婦 コメディカル その他 代行検索 総件数

Ｈ病院 ９３８件 １１４件 ４４件
（ＰＴ，０Ｔ４３）

５４件 － １１５０件

Ｙ病 ５７２件 １２５件 ３１件 １４件 ８０件 ８２２件

Ｎ病院 １５７件 ３件 ４５件
（薬剤師２８）

１件 １５２件 ３５８件

＊Ｈ病院の代行検索数は各職ｍに含まれる

＊ （ ）内はコ メディカルの内 、最も利用が多い職種と利用数

対象テ’一タヘ’－ス 利用対象者総数

ＨＥＤＬＩＮＥＣＤ－ＲＯＭ
医中誌 ＣＤ－ＲＯＭ

医師 ９５名 看護婦 ３８０名

その他３４２名／ 合計 ８１７名

医中誌 ＣＤ－ＲＯＭ 医師 １２１名 看護婦 ４２３名
その他２４４名／ 合計 ７８８名

医中誌 ＣＤ－ＲＯＭ 医師 ３５名 看護婦 ｍ 名

その他１７２名／ 合計 ３７１名

表２． ＣＤ－ＲＯＭ検索年間利用者総数［職種別］の比較

－１４－
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Ｈ病 院 Ｙ病 院 Ｎ病 院

図１． ＣＤ－ＲＯＭ検索［医師／医師以外の職種］利用比較

医師 看護婦 ］メディカル その他 代行 合計

医学中央雑誌 ５７２ １２５ ３１ １４ ８０ ８２２

ＭＥＤＬＩＮＥ ３２５ ５ ７ １ ５６ ３９４

表３． Ｙ病院の医中誌ＣＤ－ＲＯＭ・ＭＥＬＩＮＥＣＤ－ＲＯＭの利用比較

が多いが、午前中で は１０～１１時に、午後から

は３時以降に利用が多い。勤務時間内でも、

利用者は自分で時間を調整して図書室の文献

検索サービスを利用しているといえ る。

また、休日の利用については、年 間で６２件

（５．４％）であった［表 ４］。件数としてはさ

ほど多 くはないが、同病院では、この統計を

とった期間、休日診療や救急医療はおこなっ

ていない。従って、利用者は当直や休みを利

用してゆっくりと調 べものをしていること に

なる。 確かに休日を利用しての検索 は、他の

ことに煩わされないで、時間をかけて詳細に

検索ができる、検索 に集中できるなどの利点

がある。

図書館側でも積極的に２４時間利用を視野に

入れてサービスの展開を考えていくことが必

要であろう。ＣＤ－ＲＯＭ管理の問題や、担当者が

いなくても検索できるように、検索 マニュア

－１５－

ルの作成・充実なども、今後検討すべき課題

といえる。

４。代行検索とＣＤ－ＲＯＭ

筆者の勤務するＮ病院では、９６年５月から

ＣＤ－ＲＯＭ検索を導入した。それまでの代行検索

はオンライン検索とマニュアル検索によって

おこなっていたが、ＣＤ－ＲＯＭの導入によって選

択肢が増え、次のふたつのことが前進した

［図４，表５］。

ひとつは、検索ツールのメディアが増えた

ことで、個々の利用者の要求に即した情報を

提供できるようになってきたことである。利

用者が求める情報要求は実にさまざまで、例

えば「臨床に役立てたいので参考までに文献

に目を通しておきたい。」というものから、

「学会で発表するので漏れなく文献を検索し

たい」など、前者と後者では明らかに大きな
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土曜 日曜 祭日 総検索数

１５ ４４ ３ ６２川 ５０
（５．４％）

表４．休日のＣＤ－ＲＯＭ検索利用状況（Ｈ病院）
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囲インターネット

ＢＣＤ－ＲＯＭ

圀マニユアル

ロ オンライン

件数

図４． 代行検索［オンライン／マニュアル／ＣＤ－ＲＯＭ／インターネット］の推移（Ｎ病院）

ＣＤ－ＲＯＭ検索 オンライン検索 インターネヅト マニュアル検索／他 検索総数

９３年 － １０３ ＝ ９２ １９５

９４年 － ９２ － １０４ １９６

９５年 － １３７ － １０７ ２４４

９６年 １３９ ７５ － ３１ ２４６

９７年 １５２ ７３ ２７ ３９ ２９１

－
＊ＣＤ－ＲＯＭ検索（１９９６年５月から導入） ＊インターネット（１９９７年４月から導入）

表５． Ｎ病院代行検索（ＣＤ－ＲＯＭ／オンライン／インターネット／マニュアル検索の比較）

違いがある。前者は最新の関連文献をいくつ

か提供することでよいかもしれないが、後者

では、検索テクニックを駆使して、可能な限

り漏れのない情報を提供しなければならない。

従って、前者の場合はＣＤ－ＲＯＭ検索のみで十分

な情報を引き出せるだろうが、後者では、や

はりオンライン検索も併用する必要がある。

このように検索の内容や目的によって、図書

館員が各検索用メディアの特徴、長所や短所

を考慮にいれてツールを選択し、利用者の要

求にあった情報を提供できるようになった。

もうひとつは、文献検索に対する利用者の

要求を換気することができた点てある。実際、

ＣＤ－ＲＯＭ検索を導入したことで、代行検索の件

数が減少するどころか逆に増加している。

これは、利用者にすれば、図書館員に時間を

かけてマニュアル検索をしてもらうことや、

料金を気にしつつオンラインで詳細に検索し

てもらうことに対する気持ちの負担を軽減す

ることことができたのではないかと推測され

る。ＣＤ－ＲＯＭ検索が導入されたことで、気軽に

図書館員に依頼ができる条件が広がってきた

と解釈できないだろうか。

また、エンドユーザーがＣＤ－ＲＯＭ検索の検索

１７－
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機能を十分に使いこなせなかったり、操作に

十分に慣れていないために、図書館員に代行

検崇を依頼してくることも代行検索件数が増

加している一因となっていると考えられる。

いずれにしろ、検索用ＣＤ－ＲＯＭの導入によっ

て、文献検索に対する利用者の感心が高まり、

ニーズが換気されていることには間違いない

ようだ。

ちなみに、Ｎ病院ではＣＤ－ＲＯＭの導入に伴っ

てオンライン検索、マニュアル検索の件数が

大幅に減少している。

５。まとめ

ＣＤ－ＲＯＭ検索の利用動向を、３病院の利用統

計を中心に、いくっかの角度からまとめてみ

た。

検索用ＣＤ－ＲＯＭの利点についてまとめてみる

と、

＜利用者の立場から＞

・時間の制約やコストの心配がなく自由に

検索できる。

・検索にかかる時間の短縮化

・自らＣＤ－ＲＯＭ検索をして必要な文献が得ら

れなかった場合は、気軽に図書館に検索

が依頼できる。［代行検索］

＜図書館員の立場から＞

・すべての利用者を対象に、時間やコスト

の制約なく検索サービスが提供できる。

・異なった種類の複数の検索ツールもつこ

とで、利用者の要求に応じた文献情報が

提供ができる。［代行検索］

など、病院図書室の文献検索機能の向上に

寄与するところが大きい。

今後、ＣＤ－ＲＯＭなどのニューメディアの技術

は、更に改良されより簡単な操作で正確な情

報が入手できるようになるだろう。利用者が

直接データベースにアクセスをして、文献を

検索する機会が増えると思われる。すでに個

人の研究者向けに分野別に編集されたＣＤ－ＲＯＭ

が比較的安価で発売されていたり、インター

ネットや、パソコン通信を通して文献検索が

できる時代になってきている。従って図書館

に持ち込まれる文献検索依頼は、より高度で

難解複雑なものになるかもしれない。図書館

員のさらなる資質向上も課題であろう。

最後に、今回の報告をおこなうことで、文

献検索におけるＣＤ－ＲＯＭ導入の効果、サービス

のあり方を考える機会を得た。

今後の病院図書室文献検索サービスの充実

に少しでも役立てば幸いである。

統計データをご提供いただいた各病院に感

謝いたします。
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